
業績・財務ハイライトトピックス

IRサイトでは、決算短信、決算説明資料など更に詳しい決算情報がご覧になれます	
http://www.sodick.co.jp/ir/ir_note.html ソディックIR 検 索

当第2四半期の業績について
堅調な受注環境の下、業績は国内外ともに好調に推移。
売上高・各段階利益全てにおいて期初計画を上回る水準で着地。 営業利益

42億6百万円

売上高

424億8百万円

IRサイトでさらに詳しく

連結貸借対照表の概要	（単位：百万円）
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精密で複雑なプラスチック製品の成形で高い評価をい
ただいている、V-LINE®方式の射出可塑化装置を電動化し
たeV-LINEを搭載した「MSシリーズ」の新モデルを開発し
ました。
2016年11月に先行してリリースした型締力100トンの

「MS100」に、より精密な小物成形品に対応する同50トンの
「MS50」、自動車部品などのより大きな成形品に対応する同
200トンの「MS200」を加え、ラインナップを拡充しました。
新興国などのボリュームゾーンをターゲットに、販売拡大、
シェア拡大を目指します。

「MR30」が日刊工業新聞社主催の「2017年	第47回	機械工
業デザイン賞	日本工作機械工業会賞」を受賞いたしました。
MR30は金属3DプリンタOPMシリーズで造形した、3
次元冷却配管内蔵金型の効果を最大限に発揮できる射出
成形機です。金型をカセット式に組み込み、金型交換時間
が大幅に短縮できるほか、樹脂成形時の冷却効果を最大限
に引き出し、プラスチック成形品の成形サイクルと成形品
の変形抑制や歩留まり向上を実現します。
精密金属3Dプリンタ「OPMシリーズ」との共通イメージ

高精度と安定性をベースとし、さらなるハイサイクル成形を実現する
電動射出成形機「MS50」「MS200」を開発

金属3Dプリンタで造形した金型専用射出成形機「MR30」
2017年「第47回 機械工業デザイン賞 日本工作機械工業会賞」を受賞

	「MS50」

「MS200」	

連結キャッシュ・フロー（CF）計算書の概要	（単位：百万円）

獲得に向けたブランド戦略の
再構築や、自動カセット金型交
換システムの付加、ならびに、
成形データの集中管理やIoT
対応を視野に入れた開発など
で、今後大きな期待を寄せるこ
とができるとの高い評価をい
ただき、受賞となりました。

受賞の
お知らせ

新製品

「MR30」

※	当期（2017年12月期）は事業年度変更の経過期間となり、連結対象期間が変則的であるため、
対前年同期比増減率は記載しておりません。

POINT 	B/S：受注台数増加に伴い、売上債権、たな
卸資産が増加したほか、物流センター、アメリカの新社屋
など固定資産の増加により、総資産は前期末比で大幅
に増加（前期末比+110億25百万円）。ネット有利子
負債は28億53百万円まで減少しました。

POINT 	営業CFは売上債権、たな卸資産が大幅に増
加したものの、工作機械、産業機械事業の収益改善等によ
り39億21百万円のプラス、投資CFは有形固定資産の	
取得、関係会社株式の取得等により27億71百万円のマ
イナス、財務CFは借入金の返済等により2億55百万円	
のマイナスとなり、現金及び現金同等物の同四半期末残高
は373億6百万円となりました（前期末比+12億69百万円）。

Sodick times Sodick times5 6


